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　気温の低下や積雪の季節を迎え、屋内で暖房や窓を
閉めた活動が増えます。また、社会経済活動も活発に
なることから、感染拡大を回避するために、基本的な
感染防止行動を実践しましょう。

■問合せ　保健福祉課健康推進係
　　　　　（ゆとろ内　☎ 23－ 4044）

息苦しさ（呼吸困難）、強いだるさ（倦怠感）、高熱
などの強い症状のいずれかがある場合

高齢者や基礎疾患のある重症化しやすい方で、発熱
やせきなど比較的軽い風邪症状がある場合
上記以外の方で、発熱やせきなど比較的軽い風邪症
状が続く場合
妊婦の方も、早めにご相談ください。
小児は、かかりつけ小児科または「北海道新型コロナ
ウイルス感染症健康相談センター」へご相談ください。

発熱・せき・鼻水などの風邪症状

かかりつけ医が
いる いない

かかりつけ医に電話 北海道新型コロナウイルス感染症
健康相談センターに電話
☎ 0120-501-507
（24時間対応）

診察・検査可能な
医療機関を紹介診療・検査

対応可 対応不可

受診の際には必ずマスクを着用しましょう受診の際には必ずマスクを着用しましょう

　風邪症状のある方は、他の患者や医師・医療従事者
への感染を防ぐため、電話で相談ください。

　少なくとも、以下のいずれかに該当する場合は、す
ぐにご相談ください。

　ワクチン２回接種後でも、免疫はつくまで１～２週
間程度かかります。また、接種後の感染、いわゆる「ブ
レークスルー感染」も確認されています。
　接種後もマスク着用など基本的な感染防止行動を実
践し、ご自身や周りの方を守りましょう。

　ワクチン接種をしたので安心し、友人６人とマスク
なしで長時間おしゃべりをしてしまった。

飲食は、北海道飲食店感染防止対策認証店など、
感染防止を徹底している店を選び、短時間で、
会話の時はマスクを着用しましょう。

ブレークスルー
感染事例その１ マスク無しでの長時間の飲食マスク無しでの長時間の飲食

　発熱はあったが、ワクチン接種をしたので、大丈夫
だと思い、勤務を続けてしまった。

発熱、喉の違和感など、いつもと体調が違うと
きは、出勤や登校を控え、医療機関や保健所に
相談しましょう。

ブレークスルー
感染事例その２ 体調不良時の出勤体調不良時の出勤

　ワクチン接種した仲間との旅行中、マスクなしで長
時間の会話を行った。

旅行先でもマスク着用や換気を行いましょう。
移動する際の車中も注意が必要です。

ブレークスルー
感染事例その３ グループでの一泊旅行グループでの一泊旅行

発熱や咳など体調が悪い場合は、外出を控えま
しょう。

「三つの密（密閉・密集・密接）」の回避や「人
と人との距離の確保」、「マスクの着用」、「手洗
いなどの手指消毒」をはじめとした基本的な感
染防止行動を実践しましょう。

飲食の際は、北海道飲食店感染防止対策認証店
など、感染防止を徹底している飲食店等を選び、
短時間で、深酒せず、大声を出さず、会話の時
はマスクを着用するなど、感染リスクを回避し
ましょう。特に、大人数の飲食の際は、より一
層注意しましょう。
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